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■山手渡櫓門の左官工事の概要

山手渡櫓門の壁は、昔ながら√)左官工事によつて行なわれております。

現場では、下地の状況を見ることができます。下ψ)図は、壁・71構造をあら
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わした断面図です。
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内曇左宙仕上工程

断面図

外部  ⇔   内 部

壁をつくる工程はまず、壁上を絡ませるための小舞(こまい)を竹で掻(力うくことからはじまります。

九竹を貫(ぬき)などに、ビスでがっちりと留めます.縦1/9問渡L(まわたt )́竹を先に取り付け、横lFl間渡t_竹をその 卜に取り付けます 取り付

けた縦横の間渡し竹は、縄で縛り付けていきます。または、同時に下げ縄を結んでおきます。
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